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1　は　じ　め　に

宮城県は高地ぎくの産地で，夏ギクや秋ギクの品種を使

い分け，6月から10月まで生産を行っているが，11～5月

出荷の技術を確立し，作期拡大を図ることが必要である。

小西らは高濃度のエセフォンで処理されたキクはロゼッ

ト状に生育して花芽分化が抑制されること，その側芽を採

取し低温で処理して挿し芽すれば，吸枝苗を用いることな

しに．夏ギクの促成栽培ができることを報告している■’。

本報では，夏ギクの低温開花特性を活かした2～4月出

荷の促成栽培技術を確立するため，‘サマーイエロー’に

ェセフォン処理を行い，得られた挿し穂及び発根苗の低温

処理と電照打ち切り後の最低気温が生育，開花に及ぼす影

響について検討した。

2　試　験　方　法

試験1挿し穂及び発根苗の低温処理

夏ギクの　サマーイエロー●　を供試し，1989年7月に挿

し芽し，1回摘心後育成した親株を，8月25日に本妻2～

3枚残して摘心した。摘心当日，1週間後，2週間後の3

回，エセフォン1000ppmの水溶液を1茎当り3ml散布した。

試験区の構成は表1に示すとおりで，エセフォン処理後

ロゼット状になった側芽を10月12日に採淑し，さらに挿し

芽して，10月26日に定植，11月9日に摘心し，1月5日に

に電照を打ち切った対照区と10月26日に定植後，最低気温

0℃に保温した施設内で栽培し，1月20日まで5℃以下の

自然低温に311時間遭遇させてから10℃の加温を行い，2

月15Hに電照を打ち切った自然低温遭遇区，採穂時から2

℃で40日間穂を冷蔵処理した後，11月21日に挿し芽して，

12月6日に定植し，12月16日に摘心して2月15日に電照を

表1試験1の区の構成

区

低理　　　 挿　　 定　　 摘　　 竃
温期　　　 し　　　　　　　　　 照
処間　　　 芽　　 植　　 心　　 切

朗．日）　　 伊．日） （月・日） （月・日） （月月）

1 対　　 照 10．12 10．26 11．9　1．15

2 自然低温 10．26－ 1．20 10．12 10．26 11．9　2．15

3 穂 冷 蔵 10．12－11．21 11．21 12．6 12．16　2．15

4 苗 冷 蔵 10．26～12．5 10．12 12．6 12．16　2．15

打ち切った穂冷蔵区，10月12日に挿し芽して∴発根後2℃で

40日間苗を冷蔵処理した後，12月6日に定植し，12月16日

に摘心して2月15日に電照を打ち切った甫冷蔵区を設けた。

挿し穂は地温20℃で発根させ，プランター（57×18×15

cm）に5株ずつ定植した。摘心後側枝を2本に整理し，

1匪2反復とした。

電照は100Wの白熱灯を植物体上1．5mの位置に設置し，

定植時から午後10時～午前2時の4時間，暗期中断を行っ

て長日条件とし，自然低温遭遇区を除き，点低気温10℃で

管理した。草丈40cmを目安に電照を打ち切って自然日長

で花芽を分化させた。施肥は随時液肥で行った。

試験2．電照打ち切り後の最低気温

試験1において，エセフォン処理で得られた苗を10月26

日に定植し．1月5日に電照を打ち切った1区と採穂後2

℃で40日間の穂冷蔵を行った蕾を12月6日に定植し，2月

15日に電照を打ち切った3区について，電照打ち切り後の

最低気温を10℃に維持する区と15℃に上げる区を設けた。

その他の耕種概要は試験1に準じた。

3　試験結果及び考察

試験1．挿し穂及び発根宙の低温処理

表2に示すとおり，エセフォン処理から34日後の10月12

日に節間のつまったロゼット状の挿し穂が得られた。

挿し穂及び発根苗の低温処理が生育開花に及ぼす影響は

表3に示すとおりである。

摘心から電照打ち切りまでの栄養生長期間は，採穂後す

ぐに挿し芽し，発根後直ちに定植した対照区の1区は57日

で，採穂時から2℃で40日間挿し稔を冷蔵処理した3区と

挿し芽．発根後2℃で40日間蕾を冷蔵した4区は61日で，

差がなく，低温処理区の電照打ち切り時の卓姿は，3，4

区ともに展開窯数が少ない割に草丈が高かった。定植後，

5℃以下の自然低温に311時間遭遇（72日間）させてから

衷2　ェセフォン処理で得られた挿し穂
の形質　　　　　　　　　　　　　　（1989）

処理醐 琵 琶 穂 良 妻 数 枚 虚

（凡日） （月．臼） （Cロ） （枚） （g ）

採穂時 8．25 ～ 9．8　 10．12　 9．6　　 24．1　 3．6

調整後 －　　　 6．1　 11．8　　 1．2

注．採取楷数は株当り6本。
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義3　エセフォン処理で得られた挿し穂及び発根宙の低温処理が生育開花に及ぼす影響（1989）

電照打切時　　　　　　　　　　瞞　　　　　　　花　　　　　　時

医 草 丈　 葉 数 剛 摘　 習 袋 鋸 三長 切花垂 菓 数　 茎 徒　 花 径 舌状花 筒状 花

（cm） （枚） （月・口） l捌　　 くcm） lg I （枚） （m ） （cm） （枚） （枚）

1 対　　 照 42．0　 12．7　　 3．13　　 67　　 89．4　 47．8　　 34．3　　 5．0　 10．1　 239　　　 28

2　自然低鮎 46．1　 20．0　　 4．13　　 57　 100．7　 83．0　　 38．4　　 6．7　　 10．7　　 324　　　 32

3　穂 冷 蔵 46．3　 11．9　　 4．13　　 57　　 95．8　 52．4　　 29．2　　 5．1　 10．7　　 2 77　　　 38

4　而 冷 蔵 42．6　 10．9　　 4．19　　 63　 10 1．5　 66．2　　 32．2　　 5．1　 11．7　　 2 49　　　 36

注。到花日数は電照打ち切り時から開花までの日数。茎径は切花の中間径。

加温した2区は98日であった。

電照打ち切りから開花までの到花日数は，対照区が67日．

2区と3区が57日，4区は63日で，電照打ち切り時期が異

なるが，n然低温遭遇あるいは冷蔵処矧こよって短くなる

傾向がみられた。

切花品質は，対照区に比べ．2区，3区，4区の切花良，

切花垂，舌状花数が優れていた。

電照打ち切りから開花までの伸長鼻は．対照区が47．4

cm．2区が54．6cm，3区が49．5cm，4区が58．9cmで，

低温処理により伸長星が多くなる傾向であった。

以上の結果，夏ギク品種lサマーイエロー’では8月下

旬から9月上旬にエセフォン処理を行って採穂し．10月下

旬に定植して電照栽培を行うことにより3月中旬に開花し

た。定植後の自然低温遭遇や挿し穂及び発根前の冷蔵処理

を行うことにより，4月中旬開花まで作期が拡大できる。

挿し穂及び発根商の低温処理は苗の生長活性を高め．到花

目数の短縮と切花品質の向上に効果があると思われる。

試験2．電照打ち切り後の良低気温

電照打ち切り後の最低気温が生育開花に及ぼす影晋は表

3に示すとおりである。

義4　エセフォン処理で得られた挿し穂の低温処理と電照打ち切り後の最低気忍が生育開花に及ぼす影響（1989）

医

電 照 打 切時　　　　　　　　　　 開　　　　　　　 花　　　　　　 時

草 丈　 葉 数 御 仁自　 習 袋 切 花長 切花 蚕 葉 数　 茎 径　 花 径 舌状 花 筒 状 花

（cm） （枚 ） （月 日） （日） （cm） （g ）　 （枚 ） （皿 ） （cm ） （枚 ） （枚）

1　 15 ℃ 40 ．8　 12．3■　　 2 ．26　　 52　　 84 ．9　 4 1．9　　 34 ．6　　 4 ．7　 10．1　 253　　　 37

2　　 10 ℃ 4 2．0　 12．7　　 3 ．13　　 67　　 89 ．4　 47．8　　 34 ．3　　 5．0　 10．1　 239　　　 28

3　穂冷 ＋ 15 ℃ 48 ．7　 12 ．4　　 4 ． 4　　 48　　 92 ．6　 5 1．1　 32 ．3　　 4．6　　　 9．6　　 240　　　 39

4 穂 冷 ＋ 10 ℃ 46．3　 11．9　　 4 ．13　　 57　　 95．8　 52．4　　 29 ．2　　 5．1　 10．7　　 277　　　 38

1月5日に電照を打ち切り，同時に最低気温を15℃に上

げた1区は，52日後の2月26日に開花した。電照打ち切り

後も最も最低気温10℃で維持した2区は，67日後の3月13

日に開花した。開花は，2区より1区が早く，到花日数も10

日間短かったが，切花品質は切花長，切花重で2区が疑った。

採穂後2℃で40日間冷蔵処理を行った後，挿し芽．定植

し，2月15日に電照を打ち切り，最低気温は15℃にした3

区は，48日後の4月4Hに開花した。最低気温10℃の4区

は，57日後の4月13日に開花した。2区と同様，最低気温

の低い4区の切花品質が優った。

以卜より，電照打ち切り後の最低気温を15℃にすると開

花は早まるが，切花長．切花垂等の畠的形質が劣るため，

10℃で管理するのが良いと思われる。

4　ま　と　め

夏ギク品種　一サマーイエロー’の促成栽培技術を確立す

るため，苗生産で親株にエセフォン処理を行い，得られた

挿し穂及び発根苗の低温処理と電照打ち切り後の最低気温

が生育．開花に及ぼす影響について検討した。その結果．

8月下旬から9月上旬にエセフォン処理を行って採穂し，

10月下旬定植，1月上旬電照打ち切りで3月中旬に開花し

た。定植後1月中旬まで自然低温に遭遇させてから加温し，

2月中旬電照打ち切りで4月中旬に開花した。挿し穂及び

発根苗を2℃で40日間冷蔵した後，12月上旬定植，2月中

旬電照打ち切りで4月中旬に開花した。

挿し穂及び発根苗の低温処理は苗の生長活性を高め．到

花日数の短縮と切花品質の向上に効果がある。

電照打ち切り後の最低気温は15℃で開花は早まるが，切

花長，切花垂等の量的形質が劣るため，10℃が良い。
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